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 「
自
分
の
力
不
足
で
本
当
に
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
」
と
敗
戦
の
弁
を
述

べ
ま
し
た
。

　

県
連
合
の
皆
さ
ん
に
は
多
大
な
ご

支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
県
内
三
市
議
の
一
角
を
失
う
事

に
な
り
ま
し
た
。
心
よ
り
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

私
達
、
臼
杵
支
部
は
今
後
と
も
県

連
合
の
一
員
と
し
て
長
田
と
も
ど
も

精
一
杯
頑
張
っ
て
行
く
所
存
で
す
。

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　　

幹
事
長　
馬
場
徳
明

　

社
民
党
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
と
県
支
持

労
組
会
議
（
福
岡
県
・
熊
本
県
）
の

合
同
選
挙
対
策
本
部
の
結
成
総
会
が

四
月
九
日
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

岸
田
政
権
で
改
憲
の
危
機
が
急
速

に
迫
っ
て
い
ま
す
。
日
本
維
新
の
会

は
「
参
議
選
と
国
民
投
票
」
を
煽
り
、

自
民
党
は
憲
法
改
正
推
進
本
部
を

「
実
現
本
部
」
に
変
え
、
岸
田
首
相

も
憲
法
改
正
に
前
の
め
り
で
す
。

　

憲
法
審
査
会
で
は
、
自
・
公
に
加

え
維
新
・
国
民
民
主
党
も
与
党
側
懇

談
会
に
入
り
、
憲
法
審
査
会
を
毎
週

開
催
す
る
事
を
迫
っ
て
い
ま
す
。
四

党
の
議
席
が
衆
議
院
で
は
四
分
の

三
、
参
議
院
で
も
改
憲
発
議
可
能
な

三
分
の
二
を
五
議
席
上
回
っ
て
い
ま

す
。
参
議
選
の
結
果
い
か
ん
で
は
一

挙
に
九
条
改
憲
が
進
む
可
能
性
も
否

定
で
き
ま
せ
ん
。
我
々
は
こ
の
参
議

選
で
い
か
に
改
憲
派
の
議
席
を
減
ら

す
か
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
選
対
本
部
は

つ
ぎ
の
通
り
確
認
し
ま
し
た
。

　

獲
得
目
標

全
国　

二
四
〇
万
票

九
州　

五
十1

万
五
千
票

大
分　

七
万
票

（
二
％
ラ
イ
ン
獲
得
で
は
）

全
国
百
二
〇
万
票　

九
州
二
五
万
七

千
票　

大
分
三
万
票
と
提
起
さ
れ
ま

し
た
。　

　

九
ブ
ロ
・
参
議
選
へ
一
直
線
！

①
チ
ー
ム
社
民
党
（
全
国
連
合
）
と

　

し
て
、
福
島
党
首
を
は
じ
め
比
例

　

区
候
補
な
ど
で
街
宣
行
動
な
ど
を

　

行
な
う
こ
と
が
提
起
さ
れ
、
四
月

　

二
十
八
日
〜
三
十
日
ま
で
九
州
ブ

　

ロ
ッ
ク
へ
（
今
回
、
県
連
合
は
除

　

外
）

②
全
国
連
合
統
一
行
動
日
を
設
定

　

四
月
十
九
日

　

五
月
三
日　

十
七
日　

三
十
一
日

　

六
月
十
四
日
（
各
県
連
合
で
計
画
）

③
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
参
議
選
勝
利
決
起

　

集
会
の
開
催

　

九
ブ
ロ
責
任
比
例
候
補

　

応
援
弁
士

　
　

　

九
ブ
ロ
の
当
面
す
る

　
　
　
取
り
組
み
と
し
て  宮城　一郎

（沖縄県連合）
米山隆一衆議院議員
　　 （新　潟）

室井佑月氏
 （作　家）

　

四
月
二
十
四
日
午
後
九
時
三
十
分

二
回
目
の
選
管
発
表
（
九
九
・
二

七
％
）
で
「
な
が
た
徳
行
七
百
十
票
」

と
臼
杵
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
流
れ
ま

し
た
。
後
、
他
候
補
の
速
報
が
続
々

と
発
表
さ
れ
ま
す
が
当
選
圏
内
に
は

僅
か
十
九
票
届
か
ず
、
四
選
は
果
た

せ
ず
一
敗
地
に
ま
み
れ
ま
し
た
。

　

公
民
館
の
会
議
室
に
は
後
援
会
、

支
持
者
、
親
せ
き
五
十
人
が
固
唾
を

の
ん
で
見
守
る
中
、
安
藤
後
援
会
長

が
「
廣
瀬
君
！
も
う
だ
め
か
？
」「
は

い
」
と
私
は
答
え
る
し
か
。

「
長
田
君
、
す
み
ま
せ
ん
！
許
し
て

く
れ
」
と
会
長
の
悲
痛
な
声
が
会
場

に
響
き
渡
り
、
な
が
た
本
人
も

五
月
二
十
二
日
（
日
）

　
　
午
後
一
時
半
よ
り

会
場
　
　
福
岡
市　
警
固
公
園

※

大
分
県
連
合
へ
三
十
名
の
参
加

要
請
あ
り
、
県
連
合
と
し
て
貸
し

切
り
バ
ス
で
の
参
加
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

臼
杵
市
議
会
議
員
選
挙

　
　
　
惜
し
く
も
敗
れ
る
！

長
田
徳
行
後
援
会

　
事
務
局
長　
廣
瀬　
文
明　

テレビ朝日 [じもっとOITA] で！
　近年、高齢化が進む中で、老々介護問題が
取り上げられていますが、当機関誌で「ヨシ
ミが吠える～！」でおなじみの小野よしみさ
ん母子が、３月３１日、テレビ朝日の夕方の
番組で、毎年、南立石公園の桜見物に、母（嘉
野 96 才）を車いすに乗せ、親子で訪れるシ
～ンが放送されました。　
　ほのぼのとした映像に感銘された視聴者が
多くおられたようです。
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　今年の３月末で６年間やってきた自治会長を終
えました。その間、町内の諸課題に取り組んで来
ました。
　特に２年目の限界集落と化した隣接する自治会
を吸収合併する時は、反対意見の多い中（１０年
前に１度合併に失敗している）18 才以上、全員の
アンケート調査を実施し、７０％以上の賛成で乗
り切った。
　また２～３　　　　　　　　　　年前からは中
津ー日田道路　　　　　　　　　　が町内を通る
ため、県との　　　　　　　　　　交渉（現在も
交渉中）過疎　　　　　　　　　　化・高齢化・
豪雨災害・コ　　　　　　　　　　ロナと難題も
多く大変な役　　　　　　　　　　でした。
　昨年の党の　　　　　　　　　　分裂で、50名
ほどいた社民　　　　　　　　　　党日田支部を
６名（党員・協力党員）で引き継いで来ましたが
何一つ満足にできていません。何もできなかった
昨年の衆議選で、日田市で 1500 票の比例票をも
らい、今後この社民党支持者にどう応えていくか
が課題です。
　微力ではあり
ますが県連合の

党員・党友 登場！

憲法改悪までのカウントダウン！
　今度の参議院選挙で改憲勢力が両院で、このまま
だと３分の２に達します。自公政権で安定多数を確
保すると、以後３年間は国政選挙がないのは間違い
ないでしょう。この事はどうしようもない現実にな
ると思います。
　自民・公明・維新・国民の数の力により、国会で
憲法改正（悪）の発議が行なわれ、国民投票法へと
進むでしょう。国民投票法もいくつかの問題点があ
り、すぐに運用できる状況ではないのですが、どん
どん進められていくのは目に見えて明らかです。
　ウクライナでは平和が脅かされ、多数の市民の命
が失われています。プーチン大統領の核攻撃に踏み
切るかどうか世界が不安視するなかで、国内で非核
三原則の見直しが提起されはじめました。
　私たち社民党は、非核三原則を堅持し平和を守る
ため今度の参議院選挙で絶対に２議席２％を確保し
  　　　　　　　　　　 なければなりません！現行
　　　　　　　　　　　の憲法さえも守れない国会
　　　　　　　　　　　議員が改憲したいなどバカ
　　　　　　　　　　　も休み休み言えっ！と言い
　　　　　　　　　　　たい。

　

た
記
事
が
心
に
残
る
。以
下
、

「
東
西
南
北
」
よ
り
抜
粋
し
ま
す
。

　

十
五
回
目
と
な
る
今
回
の
訓
練

は
過
去
最
大
の
規
模
に
な
る
。日

出
生
台
で
の
訓
練
に
対
す
る
県
民

の
関
心
は
ど
れ
ほ
ど
か
。多
く
は

砲
撃
音
を
聞
か
ず
に
暮
ら
す
。沖

縄
に
し
て
も
同
様
だ
。国
民
の
大

多
数
は
訓
練
の
影
響
を
受
け
な

い
。日
出
生
台
を
考
え
る
事
は
沖

縄
を
考
え
る
事
で
も
あ
る
。県
民
、

国
民
の
一
人
と
し
て
ど
う
向
き
合

う
か
問
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。宇
崎
竜
童
さ
ん
は
（
音

楽
家
）こ
う
語
っ
て
い
た
。

「
現
在
の
日
本
は
沖
縄
が
払
っ
た

犠
牲
で
、
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と

を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
」

　　

四
月
九
日
（
土
）、
大
分
駅
北
口

広
場
に
て
「
戦
争
反
対
！
軍
事
演

習
に
反
対
す
る
県
民
集
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。社
民
党
か
ら
は

五
名
の
党
員
が
参
加
し
、
宗
方
支

部
が
作
成
し
た
看
板
を
持
参
し
党

を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

集
会
に
は
、
日
出
生
台
で
粘
り

強
く
反
対
運
動
を
続
け
て
い
る
衛

藤
洋
次
さ
ん
が
駆
け
つ
け
て
く
れ

「
今
回
の
演
習
は
過
去
最
大
規
模

で
年
々
拡
大
し
て
き
て
お
り
、
前

回
の
演
習
で
は
確
認
書
が
守
ら
れ

て
な
か
っ
た
」
と
抗
議
の
声
を
挙

げ
た
。大

分
市
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
高
野　
博
幸

バカも休み休み言え～
！

荷物とならない
よう頑張ります。
日田支部　
　　　本松 恒夫 安心安全なお米作りをめざしています

若い頃からギター演奏を
　　楽しんでいます！

日出生台演習場・米海兵隊実弾砲撃訓練抗議行動 に参加！
　

四
月
十
日
、十
一
日
、十
二
日
に

行
な
わ
れ
た
米
海
兵
隊
実
弾
砲
撃

訓
練
抗
議
行
動
に
、
社
民
党
大
分

県
連
合
代
表
と
し
て
参
加
し
た
。

　

私
の
住
む
緑
あ
る
野
津
町
と
は

ま
た
違
っ
た
素
晴
ら
し
い
日
出
生

台
で
は
、
柔
ら
か
な
風
と
新
緑
が

目
映
い
。

　

こ
こ
に
あ
る
陸
上
自
衛
隊
演
習

場
ゲ
ー
ト
前
で
、
県
内
か
ら
集

ま
っ
た
仲
間
と
抗
議
の
シ
ュ
プ
レ

ヒ
コ
ー
ル
！

　

プ
ー
チ
ン
大
統
領
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
軍
事
侵
攻
は
、
我
が
国
内

に
も
核
保
有
を
持
ち
出
す
議
員
が

現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

私
達
、社
民
党
は
、い
か
な
る
戦

争
に
も
反
対
し

非
核
三
原
則
を

堅
持
し
平
和
を

守
ら
ね
ば
な
ら

な
い
！
そ
の
た

め
に
も
米
軍
海

兵
隊
実
弾
砲
撃

訓
練
に
反
対
し

よ
う
。

　

四
月
十
六
日

の
大
分
合
同
新

聞【
東
西
南
北
】

に
掲
載
さ
れ
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県
連
合
代
表　
久
原　
和
弘

大
分
駅
前 
県
民
集
会


